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3人 の卒園児を暖か<囲 んだ在校園児 篠志骨みどり保育園)

ゼ

麗

萌える海と大地・さわやか交流姻‖
3月 は別れが多い。町内各所で卒園 ・

卒業式や人事による異動が行なわれまし
た。 3月 23日茶志骨みどり保育園での卒
園式。 3人 の園児があ月Uれすることにな
りました。在検園児から見送られ神妙な
顔をして退易。この日で最後となつた教
室へ 3人 が入りました。そこヘドタバタ
とやつてきたのが在検園児 (写真)。仲が
いしヽんですね。 4月 ほ出合しヽが多しヽ。素
敵な出合い、楽ししヽ出合しヽ、意義ある出
合しヽが多けれはしヽいですね◇

彰
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平
成
四
年
度
三
月
定
例
議
会
が
三
月
十

一
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
三
年
度
予
算
案
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
八
十
億
五
千
百
七
十
七
万
四
千
円
と
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
と
し
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
平
成
四
年
度
の
当
初
予
算
は
、　
一

般
会
計
で
五
十
八
億
八
千
四
百
万
円
、

国
民
健
康
保
険

・
下
水
道
な
ど
七
つ

の
特
別
会
計
で
十
二
億
七
千
七
百
四

十
七
万
二
千
円
、
病
院
会
計
は
五
億

九
千
三
十
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
過
去
最
高
額
な
も
の

の
、
前
年
度
に
比
べ
る
と

一
般
会
計

で
〇
・七
パ
ー
セ
ン
ト
の
徴
増
、
総
額

で
二
・五
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
伸
び
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は

「標
津
町
ま
ち
づ
く
り
新

計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
六
年
目
の

年
で
す
。

標
津
町
の
二
十

一
世
紀
の
あ
る
ベ

き
姿
を
写
す
鏡
と
し
て
統

一
コ
ン
セ

プ
ト
（構
想
）
の
も
と
に
計
画
さ
れ
て

い
た

「健
康
と
福
祉
の
村
」
、
「
マ
リ

ン
プ
ラ
ザ
」
な
ど
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
が
今
年
度
を
も
っ
て

一
斉

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
基
幹
産
業
（農
業
・漁
業
）

の
不
振
に
よ
る
地
域
経
済
の
停
滞
が

心
配
さ
れ
て
い
る
中
で
、
町
の
財
政

も
大
幅
な
税
の
減
収
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
状

況
打
開
の
た
め
、
積
極
的
な
公

共
投
資
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。「ま

ち
づ
く
り
新
計
画
」
の
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
住
民

生
活
に
根
ざ
し
た
施
策
に
つ
い

て
不
要
不
急
な
も
の
を
除
き
、

可
能
な
限
り
の
積
極
型
の
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

標津町21世紀に向けたプロジェ
クト紹介コーナー (役場 4階 □
ビーに展示しています。)

/1く
、ン

習
般‐
劉
刊副
別
「覧‐
コ

※( )内 %は 予算構成比、
円は住民 1人 当た り。

※人口 6, 9 5 1人 ( 2月末 日)



健康と福祉の村・マリンプラザなど

軽自動車税
市町村たばこ税
4′779万円
(7_5%)

道支出金
6億6′224万円
(113%)

国庫支出金
2億8′932万円
(49%)

そ の 他 職 員 費

1,585万円  9億 7,046万円
(03%,2′ 280円)  (165%139′ 64円 )

公  債  費

7億1,758万円
(122%・103′234円)

教  育  費

4億6, 9 3 8万円
(80%,67′527円)

学校教育や
社会教育の充実に

消 防 費 土 木 費

1億7,791万円  8億 1,671万円
(30%・25′595円)  (139%l17′495円)

消防業務に   道 路 ・都市計画
住宅づくりに

髄

い

地域プロジェクト今年をもつて―斉着手

固定資産税
2億5′307万 円
(394%)

地方譲与税・不u子割交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金
使用料および手数料
財産収入・寄附金・繰越金
繰入金・諸収入

分担金および負担金
2億7′919万円
(47%)

町税の

町民税
3億4′124万円
(531%)

町債
6億 6′540万 円
(113%)

倒丁希光

6億 4′210万 円
(109%)

地方交付税
24億5′121万円
(4 7%)

8億9′454万
(15.2%)

職員の給与に



動な事業を行し1まあ
平成4年度の主な事業をフつ
の項目から紹介しま曳

※(新)は新規の事業
(継)は継続の事業

1.海と大地と耕す地域に根すい
た震林漁業振興
卜(継)酪農ヘルノヾ―育成促進助
成事業 4,180千 円

(ヘルノヾ -3名 から4名 に増

員 しました。)

>(継 )酪肉経営振興対策基金積
立 金 25,000 1 F可

(酪肉複合経営推進の基金)
卜 (継)山村地域新農林漁業特別
対策事業 く農林漁業者等健康

増進施設〉  93,408千 円
(川北体育館建設鉄骨造 り)
>(継 )生活環境保全林整備事業
〈事業主体――道〉

49,000=「P]

(池の廻 りの植栽地 ・作業車
道の整備)

>(新 )河)|1流域の林帯造成

(調査 ・計画の年 とする。)
卜 (新)大規模漁場保全事業 〈平
成 4年 度～ 6年 度〉

93,517千円

(害敵 (ヒ トデ)駆除)
卜 (継)水産物中核流通加工施設
整備事業    149,539千 円

(標津漁協水産処理加工施設)
>(継 )ホ タテ資源回復対策事業
補助 金 5,000千 円

(ホタテ稚貝購入補助金)
卜 (継)本産資源増大対策事業補
助 金 5,150fド 1!

(ウエ種苗 1,000千イ回)
>(新 )第 9次 漁港整備計画

674千FJ

(標津 ・薫別漁港の調査、計
画も期間/平成6年度～11年度)

2.地域の資源を生かした特色あ
るふるさと産業づくり
>(継 )サーモンパーク整備事業

351,250T―卜IJ

(サーモンガーデン整備、飼

育棟建設)

招
携

篭

3.人と自然が調利する快適環境
づくり

>(継 )マ リンプラザ推進事業 く

事業主体――道〉45,000千円
>(新 )標津川河川環境整備事業

67,000=FF日

(標津川周辺の整備、さくら
づつみ事業)

>(継 )標津ブ|1沿二本木線道路舗
装事業 48,150T F司

卜(継)公営住宅建設事業

80,366f 「1
(新サ11上町西団地に 2階 建 1

棟 4戸 、寿団地平家建 1棟 2

戸、緑町団地に平成 5年 度以
降建設予定の健常者 と身障者
や高齢者 まで相互扶助をめざ

す混在型公営住宅の実施設計
費。

卜 (継)冬に強い道路づ くり く実
施主体―― lIB〉

(回道272号線拡幅、金坂車線
設置)

卜(継)農家火災消防体制の確立

37,11(〕千円
(防火水樽の設置先丁)

4.生きがいとゃすらぎの里づく
り。

>(新 )健康 と福祉の村建設費等
補助金 20S,422T IIJ

(特別養Ft e老人ホーム建設費)
> (継 )高齢 者地域ケア ・モデル

推進事業 (S,066T卜 11

(給食 ・入浴 ・訪問 ・電HfIな
どサービス事業)

>(新 )重度身体障害者 日常生活
用其給付等事業   360千 円

(三度身障者への 日常牛:活用
典の給付く貸与〉)

>(新 )廃棄物処理手数料取扱経
費        2,059千 円
(ごみ収集袋、生ごみ処理容
器、家庭 コンポス トの助成)
>(新 )特定疾患 (難病)通院費助
成事業 500=FFl

(年 4回 か ら12回 に増)

5.個性と倉」造性を伸ばす教育 ・

文化 ・スポーッの推進
>(新 )標津小学校大規模改造事
業        4,00o千 円
(平成 5年 度以降の大規模改
造のための実施設Ftt~費)
>(新 )小学校体育館暖房設備設
置事業 3,100千 FLi
(暖房機 3台 )

> (新 )学校図書購入費

1,492 TF珂

(町内小中学校へ図書の充実
子供議会での要望 を採 り入れ
たもの)

> (継 )教育用コンピューター整
備事業 /,839千 円
> (継 )中学生海外研修参加経費

2,683 f F日

(中学生 5名 ・|1率 1名 )
>(継 )読書活動振興費

7, 5 0 0千F E ]
(各種図書 3,000冊購入)
>(新 )標津分 とん地周辺屋外運
動場設置助成事業 6,442千円
(平成 5年 度設置予定の標津
町営スケー トリンク調査設計
費)

8.21世紀を拓く国際化時代への
対応

卜まちづ くり研修交流事業補助
金、まちづ くり振興補助金

4,900T卜I↓

7.郷土愛に満ちたコミュニティ
ーの里づくり

>(新 )地域交流センター建設事業
〈川北町内会館建設〉63.364千円

じ



ハ ハ

▼
標
津
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給

さ
れ
る
助
産
費

（出
産
に
要
す
る
経

費
）
が
十
三
万
円
か
ら
二
十
四
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
難
病
者
の
通
院
費
助
成
が
年
四
回

か
ら
年
十
二
回
に
増
え
ま
し
た
。

▼
重
度
身
体
障
害
者
に
対
す
る
日
常

生
活
用
具
の
給
付

・
貸
与
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
曇

定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
。）

▼
ゴ
ミ
処
理
の
取
扱
方
法
が
変
わ
り

ま
し
た
。

（下
表
の
と
お
り
で
す
。）

▼
標
津
町
屋
内
水
泳
プ
ー
ル
の
入
場

料
が
す
べ
て
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

（開
設
期
間
／
二
月
か
ら
九
月
ま
で
。）

▼
幼
稚
園
授
業
料
が
十
年
ぶ
り
に
五

百
円
ア
ッ
プ
で
月
額
五
千
五
百
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
保
育
料
は
五
年
ぶ
り
に
平
均
の
三

千
六
百
円
ア
ッ
プ
で
月
額
一
万
七
千

百
円
と
な
り
ま
し
た
。

ノ

〈産業廃棄物料金表〉
●2トン未満の車輛…………・1台につき2,000円

●2トン以_li 4トン未満車輛…・1台につき3,000円
●4トシ以上 6トン未満車輛…・1台につき4,000円

●6トン以上の車輛…・i…i…1台につき5,000円

(ま緊密盤識香磐輝 電 や s窓

口及びナ||】し公
)

4月 1日よりごみ処理取り扱い方法が
変りました。こ協力お願いしま曳
>燃 えるごみの処理方法が変わ りました。 >下 の表の とお

り有料 とな ります。 >週 2回 の収集 日は変わ りません。

>収 集 日に燃えるごみを出す時、役場の 「指定ごみ袋」を

使用 した場合 「収入証紙」は必要あ りません。 >市 販のビ
ニール袋やダンボール箱などで出す場合は、おおむね202

またはlokg程度で 1個 とし 「収入証紙」 1枚 を貼って くだ

さい。この際 「収入証紙」のないごみ箱 ・袋は収集 しない

ことになっていますので、ご理解いただき、 く れ ぐれ も 「

収入証紙」は忘れずに一。卜産業廃棄物の処理は、標津町

の施設では一切受け入れ していませんので必要な場合は処

理業者に依頼するなどして処理願いまする (酪農業で使用
の牧草ロール袋 も取 り扱いしませんの、でご注意 ください。)

>多 量に出る廃案物は左の表のとお り料金が改訂にな りま

した。

家 庭 用 事業所用 備 考

収 入 証 紙 1枚 50円 1枚 100円 ただし、事業所が直接清掃センター

に収入証紙をはって搬入した場合には
10kg 50円です。

オ持定ごみ袋
( 4よ‖子欺料合む)

1枚 60円 1枚 110円

こみ収入証紙 。こみ袋取扱い販売店

地区名 F」x 売  所 地区名 販 売  所 地区名 販 売  所

l i 金口1 寝具 店 栄  町 小泉時計 店 薫  別 下栃棚 商店

綜  田 」 谷 藤 商 店 住 吉 田J 山 崎 商 店 崎 無 異 加瀬藤夫 方

緑   町 高 桑 商 店 伊 茶 仁 斉 藤 商 店 古 多 糠 境  商  店

双 実 田J 近藤i青治 方 忠  類 笹 谷 商 店 ) | 1  北 水 日 薬 店

双 策 ‖1 まるよし商店 浜古多様 山 形 商 店 労ぐ    田丁 てつのや商店

ご
み
処
理
の
取
り
扱
い
方
法
で

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役

場
保
健
住
民
課
環
境
衛
生
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
電
話

２
１
２
１
３
１

（内
線
１
１
４
）



OSO母 移

「町民皆さんが受賞したもの」と喜ぶ小日桐町長

¬ ま 受 ま 皆 力 対 わ 民  誉 賞 い ま を
サ す 賞 さ ん が す つ 皆 こ な し る ち 紋
ケ
°
し に な あ る た 様 れ こ た 中 づ つ

の  た 町 の れ ご ま の も と こ
｀
く て

お、  も 民 力 ば 理 ち サ ひ で と こ り さ
る  の 皆 で こ 解 づ ケ と す は の を ま
さ  と ん あ そ と く に え

°
大 賞 進 ざ

と  い な り 町 ご り こ に  変 を め ま
づ  え が

｀
民 協 に だ 田丁  名 受 て な

性
に
関
す
る
勉
強
し
ま
し
た

サ
ケ
の
ま
ち
づ
く
り
で
〃
標
津
町
″

ヤ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

自
治
大
臣
表
彰
受
賞

こ
の
た
び
標
津
町
が
道

内
で
唯

一
平
成
三
年
度

「

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

優
良
地
方
公
共
団
体
と
し

て
自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
産
業
お
こ
し

の
推
進
や
地
域
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
な
ど
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
市
町
村
に
対

し
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

標
津
町
は
日
本

一
の
サ
ケ
生
産
地

と
し
て
の
地
の
利
を
生
か
し
て

「
サ

ケ
の
よ
る
さ
と
」
を
掲
げ
サ
ケ
を
前

面
に
据
え
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
三
年
度
は
全
国
で
十
三
団
体

が
表
彰
さ
れ
北
海
道
で
は
標
津
町
が

受
賞
し
ま
し
た
。

道
内
で
は
池
田
町
と
夕
張
市
に
次

い
で
標
津
町
は
三
番
目
の
受
賞
に
な

り
ま
す
が
、
全
国
の
自
治
体
が
知
恵

＼
_

く
り
」
を
上
台
と
し
、
今
回
の
受
賞

を
ス
テ
ッ
プ
に
さ
ら
な
る
発
展
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
標
津
町
ま
ち
づ
く
り
新
計

画
の
め
ざ
す

「萌
え
る
海
と
大
地

・

さ
わ
や
か
交
流
郷
」
の
実
現
に
向
け

て
町
民
皆
様
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
命
の
誕
生
を
理
解
し
命
の
尊
さ

を
考
え
る

「
ヤ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

二
月
二
十
五

・
二
十
六
日
の
二
日
間

標
津
漁
業
協
同
組
合
の
女
性
職
員
を

対
象
に
同
組
合
会
議
室
で
町
の
保
健

婦
が
講
師
と
な
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
女
性
の
晩
婚
化
や
若
い

女
性
の
人
工
妊
娠
中
絶
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
結
婚
前
の
妊
娠
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
性
に
関
す

も

る
情

報

が
氾

ら

ん

し

て

い

る

中

で
、

ま

ち

が

っ
た

行

動

に

走

る

な

ど

の
状

況

か

ら

性

に

対

す

る

Ｉ

し

い
勉

強

を

し

理
解

し

て
も

ら

お

う

と

初

め

て
実

施

し

た

も

の

で
す

。

内

容

は

女

性

・
男

性

の

性

器

・
生

理
、

避

妊

法

や

性

病

と

そ

の
予

防

な

ど

で

具

体

的

な

避

妊

方

法

を

合

め

た

性

教

育

は

、

全

虫

初

め

て

の
受

講

で
あ

り

、

実

際

に
避

妊

器

具

を

手

に

し

て

ワ
イ

ワ
イ

ガ

ヤ

ガ

ヤ

、

質

問

も

出

る

な

ど

興

味

深

く

学

習

し

て

い
ま

し

た

。

講

師

と

な

っ
た

佐

々
木

保

健

婦

は

「
命

が

ど

ん

な

ふ
う

に

し

て

一
人

の

人

間

と

し

て
作

ら

れ

て

い
く

の
か

、

自

分

の
体

を

含

め

て
知

っ
て
も

ら

う

中

で
命

を

大

切

に

し

て

ほ

し

い

の

で

す

」

と

語

り

か

け

て

い
ま

し

た

。

参

加

し

た

一
人

は

「
た

ま

に
職

場

で

こ
ん

な

勉

強

も

い

い
で
す

ね

。

勉

強

に
な

り

ま

し

た

」

と

語

っ
て
く

れ

ま

し

た

。

6

標津町ラジオ放送

●4月23日 lal
午後3時55分～4時

●ラジオ第4放送
(市町村だより)

《お聞き<ださい。》

真剣に勉強する漁協女子職員



あなたの家でねむってしヽる
コイノポリ
しヽただけませんか/

こ
の
時
期
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

薫
別
川
を
横
断
す
る
こ
い
の
ぼ
り
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
家
で
ね
む
っ
て
い
る

「

コ
イ
ノ
ポ
リ
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

薫
別
川
で
お
よ
が
せ
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
思
い
出
の
こ
い
の
は
り
、

い
た
だ
く
か
ら
に
は
大
事
に
使
い
ま

す
。
お」連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
薫
別
川
の
こ
い
の
ぼ
り
設

置
は
四
月
十
九
日
０
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
″
い
た
だ
け
る
コ
イ
ノ
ボ
リ
″

設
置
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

最
高
／
で
す
。

▼
連
絡
先
／
薫
別
本
間
昭
男

・
三
船

修

（な
蒸
別
郵
便
局
内
０
１
５
３

８
１
４
１
２
０
６
０
）ま
で
。

ン′ど

4 ) 3 1 1 1 からl i 貯」の 「おはようマラソン」が始
まりました。

運動イヽ/ tのお父さん 。お母 さん、参加 してみま
せんか。(参加は子 どもか ら大人まで誰れで も0托 )
ラジオ体操から始まり自分の体力 ・体調に合せた
ランニングコースが選べ ます。

もちろんラジオ体操だけの参加 も大歓迎です。
さわやかな古十を流 しましょうよ。
>午 前 6時 30分か ら中央公民館前で行います。

(H曜 日 ・雨天時はお休みです。)
※万が一の事故に備え、安心 してfre康づ くりがで

きるよう任意によるスポーッ保険 も準備 してい

ます。

昨年蕪別川を使断したコイノボリ

〈食 事 編〉
●おなか力S空きましたか?

●おなか力S空きました。

●t いヽえ。々 いていません。

●何か食べますか?

●はt 。ヽ食べたにヽで丸

●t いヽえ。結構て
ド
す。

●仲すを飲みますか ?

●味はいかがですか?

●おいいマ十先

●おなかがいっぱいで丸

●お勘定をお願いしま丸

ヴィフ
°
ラガラダーツシ

BLI rI脚 F蕊 ДblИCbP

フ
°
ラガラダールシヤ
I IpO「040mlCЯ.
ニュートニュ ゴーラデェン
HeT, He ro4oッ leH.

シトーニブーチ パィェーデチェ
tITlj‐HИ6yab rloeAИTeP

ダー ャ ハチュー ィェステ

抑 , Я xoHy ecTb.
ニェー トヤ ニュ ハチュー

HeT, Я He xotly.

シトー ヴィ ブー ジェチェ ピーチ
Ч■o Bb1 6y/1eTe rlИTbP

カク バム タヾ ヌラービロス

KaK BaM 1loHpaB14コocbP

オーチェニ フクー スナ

OЧeHb BKycI10.

ヤー ナイェノレー シャ

Я HaelcЯ.

ダ千イチエ パ ジャールスタ シチョー ト

ДaЙTc,1lo【伽yИcTa,cHcJ「.

十

回

に
わ

た

り

や

さ

し

い

ロ
シ

ア

語

を

紹

介

し

て
き

ま

し

た

。

今

月

号

が
最

後

の

ワ

ン
ポ

イ

ン
ト

レ

ッ
ス

ン
に
な

り

ま

す

。

ロ
シ

ア
語

に
興

味

を

持

っ
て

い
た

だ

け

ま

し

た

か

。

今

回

ま

で
紹

介

し

ま

し

た

ロ

シ

ア

語

が

ど

こ
か

で
役

立

っ
て

い
た

だ

け

れ

ば

ナ

ー

と

考

え

て

い
ま

丸

最

後

の

レ

ッ
ス

ン
は

「
食

事

」

に

関

す

る

ロ
シ

ア
語

を

紹

介

し

ま

曳

や
さ
に

い
ロ
シ
ア
語
講
座

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ツ
ス
ン
　
Ｏ



東京と標津を結ぶ

思 1ヽ出|ぺつ

思

い
出
し

べ

つ
三
回
目

の
今

月
号

は
浜
古
多
様

に
居
住
し

て

い
ま

し
た

「
高
橋

（
旧
性

坂

日
）
キ

ミ
」
さ

ん
を

紹
介
し
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
現
在
習
志

野
市

に
在

住
し

て

い
ま
す
。

想
い
出
の

私
の
ふ
る
さ
と

幼
い
頃
の
想
い
出
、
雪
国
生
ま
れ

の
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
冬
は
ス
キ
ー

ソ
リ
で
遊
び
、　
一
年
の
入
学
は
今
は

亡
き
父

・
坂
口
幸
造
に
手
を
引
か
れ

て
□
雪
の
上
を

一
里
の
道
を
歩
い
た

も
の
で
す
。

春
先
に
な
る
と
背
丈
ほ
ど
も
伸
び

た
事
の
回
合
道
か
ら
熊
が
出
る
と
か

下
校
時
に
は
頭
の
上
を
フ
ク
ロ
ー
が

バ
タ
バ
タ
と
飛
び
、
恐
い
思
い
出
も

あ
り
ま
し
た
。

自然翻翻翻牲活

そ
ん
な
田
合
道
に
も
ス
ズ
ラ
ン
の

＼

高橋キミさん

香
り
や
真
赤
に
う
れ
た
フ
レ
ッ
プ
を

弁
当
箱
に
つ
み
食
べ
な
が
ら
歩
い
た

日
々
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。雪

解
け
に
な
る
と
野
か
ら
自
然
の

野
業
を
つ
ん
で
食
べ
た
り
、
海
や
川

で
遊
ん
で
川
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
川

で
洗
濯
も
し
た
り
生
活
は
何
ん
で
も

自
然
の
中
で
し
た
。

海
が
荒
れ
る
と
朝
早
く
ガ
ス
灯
を

下
げ
て
帆
立
貝
を
拾
い
に
行
っ
た
も

の
で
す
。

ガ
ス
灯
で
思
い
出
し
ま
し
た
が
家

の
手
伝
は
い
つ
も
ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
磨

き
で
し
た
。

冬

の
猛

吹

雪

で
出

入

り

も

で
き

な

い
ほ

ど

の
雪

が
積

り

吹

雪

の
止

む

の

を

待

っ
て
窓

を

は

づ

し

て
外

に
出

て

除

雪

を

し

た

り

…

…
色

々
な

想

い
出

が
次

々

に
浮

ん

で
き

ま

す

。

浜

育

ち

の
私

に
も

う

ひ

と

つ
の
思

い
出

、

そ

れ

は
海

の
向

う

か

ら

キ

ラ

キ

ラ

と

真

赤

な

太

陽

が

登

る
あ

の
雄

大

な

光

景

は

一
生

目

に
焼

き

つ

い
て

消

え

る

こ
と

は

な

い
。

去
西
素

然

そ
ん
な
空
の
下
で
三
十
八
年
間
あ

た
り
ま
え
の
事
の
よ
う
に
思
っ
て
暮

し

た

私

に
、

今

改

め

て
想

い
出

の
故

郷

を

毒

く

の

に

一
寸

戸

惑

ま

し

た

が

一
気

に

思

い
出

す

ま

ま

喜

く

こ
と

が

で
き

ま

し

た

の
は

心

の
故

郷

は

永

遠

に
忘

れ

る

こ
と

は

な

い
か

ら

で
す

。

今

一
度

あ

の
山

道

を

こ

の
足

で
歩

い
て

み

た

い
と

思

っ
て

お

り
ま

す

。

こ

の
よ

う

な

企

画

を

立

て

て

い
た

だ

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
ま

し

た

。

誇

れ

る
故

郷

、

そ

れ

は

的

然

で

は

な

い
で

し

ょ
う

か
。

今

後

の
益

々

の
発

展

を

析

っ
て
止

み
ま

せ

ん

。

ｅ
ｅ
め
冬
由

東

京

標

津

会

の
会

真

は

現

在

約

〓

百

七

十

名

で
す

。

同

会

で

は

ま

だ

人

会

さ

れ

て

い
な

い
方

々

の
参

加

を

呼

び

か

け

て

お

り

ま

す

。

お

知

り
合

い

の
方

が

お

り

ま

し

た

ら

是

非

声

を

か

け

て
く

だ

さ

い
。

東
京
標
津
会
事
務
局

〒

一
六
〇

東
京
都
新
宿
区
新
宿
五
十
十

１

一欄
サ
ニ
ー
ラ
イ
ン
内

容
〇
三
―
三
三
五
〇
―
〇
五

七

一　
　
　
　
　
　
　
ヽ

現在の浜古多緩地区から
標津側を眺望する

◎           ― ◎



転
居
の
時
は
郵
便
局
に
も
届
け
出
を

４
月
は
就
職

・
入
学

・
転
勤
等
で

住
所
を
変
更
す
る
人
が
多
＜
な
り
ま

す
。
転
居
さ
れ
る
時
は
、
忘
れ
ぴ
に

郵
便
層
に
も
転
居
届
を
め
出
し
下
さ

い
。
転
居
届
を
出
す
と
、
「
年
間
は

旧
住
所
あ
て
の
郵
便
物
を
新
住
所
ヘ

転
送
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
届
け
出

か
ら
１
年
を
経
過
し
て
も
転
送
を
希

望
す
る
場
合
は
改
め
て
転
居
届
を
出

し
て
い
た
だ
＜
事
に
な
り
ま
す
。

転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
厘
目
の
ほ

か
、
役
場
の
戸
籍
の
窓
□
に
も
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
じ
＜

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ジ

平
成
４
年
３
月
２７
日
に
国
土
庁
か

ら
平
成
４
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計

画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（こ
れ
を

標
準
地
と
い
い
ま
す
じ
を
選
ん
で
、

そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
し
（

土
地
を
売
要
す
る
際
の
目
安
に
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
価

公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定
士
が
鑑

定
評
価
を
行
う
場
合
や
、
国

・
地
方

公
共
団
体
等
が
公
共
用
地
等
を
要
う

場
合
の
規
準
と
さ
れ
る
ほ
か
、
都
道

府
県
知
事
が
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
い
て
土
地
売
要
の
届
出
が
あ
っ

た
土
地
の
取
引
価
格
の
審
査
を
す
る

と
き
の
規
準
と
も
さ
れ
、
適
正
な
地

価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
土
地
売
要
の
と
き
に
は
、

ま
ず
、
地
価
公
示
価
格
を
調
べ
ま
し

よ
う
。

（標
津
町
の
場
合
は
、
標
準

地
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
地
価
公
示
さ

れ
た
土
地
は
あ
り
ま
せ
ん
じ

詳
し
＜
は
、
根
室
支
庁
振
興
課
土

地
公
害
係

（電
話
Ｏ
々
５
３
２
１
３

１
６
１
３
「
）
ま
た
は
役
場
企
画
期

政
課
企
画
振
興
係

（内
線
「
「
Ｏ
）

ま
で
あ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
４
年
５
月
循
日
働

午
前
的
時
～
午
後
４
時

▼
場
所
　
根
窒
フ
ア
ミ
リ
ー
デ
パ
ー

ト
２
階
ク
ロ
バ
ー
木
―
ル

民
事
紛
争
に
暴
力
団
等
が
介
入
し

困
っ
て
お
ら
れ
る
力
、
み
か
じ
め
栂

や
不
当
な
寄
付
金
等
の
要
求
で
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
、
是
非
め
越
し
下
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
。

相
談
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
道
警

釧
路
方
画
本
部
捜
査
課

（電
話
○
「

５
４
１
２
４
１
２
１
５
１
）
ま
た
は

釧
踏
弁
護
士
会
民
事
介
入
暴
力
被
害

者
救
済
セ
ン
タ
ー

（電
話
○
「
５
４

１
４
「
１
０
２
１
４
）
ま
で
。

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協
力

事
業
団
の
実
施
す
る
国
の
事
業
で
蒐

開
発
途
上
国
の
た
め
に
あ
な
た
の
情

熱
を
燃
や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

協
力
隊
事
務
局
で
は
平
成
４
年
度

春
の
募
集
と
し
て
、
農
林
水
産
か
ら

教
育

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約
１５０
職
種
に

わ
た
る
要
請
約
４
０
０
０
名
を
募
集

し
て
ぃ
ま
す
。
２０
ィ
以
上
３９
イ
ま
で

の
日
本
国
籍
を
も
つ
心
身
と
も
に
健

康
な
力
な
ら
だ
れ
で
も
廊
募
で
き
ま

す
。
派
遣
期
間
は
２
年
間
。
現
地
生

活
費
、
航
空
運
賃
等
肋
要
経
費
は
事

務
局
が
負
担
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

平
成
４
年
４
用
佑
日
困
～
５
月
３４

日
０
ま
で
。

（募
集
説
明
会
が
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
じ

詳
し
＜
は
、
国
際
協
力
事
業
団
北

海
道
支
部

（電
話
０
４
１
１
ア
５
６

１
６
３
３
３
）
ま
た
は
、
根
窒
支
后

総
務
課
広
報
海
外
係

（電
話
０
１
５

３
２
１
３
１
６
１
３
午
）
ま
で
あ
間

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こ
の
た
び
町
で
は
、
身
体
の
不
自

由
な
方
が
来
庁
さ
れ
た
時
に
少
し
で

も
あ
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
、
庁
舎

「
階
ロ
ビ
ー
に
車
い
す
を
１
台
配
置

し
ま
し
た
。

役
場
庁
書
は
、
昭
和
５３
年
に
建
設

し
た
際
、
正
面
入
□
に
ス
ロ
ー
プ
を

設
け
、
車
い
づ
で
来
庁
さ
れ
た
方
で

も
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
あ
り
ま
す
が
、
今
回
車
い
０
を

配
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
都
度

各
自
の
車
い
０
を
持
参
し
な
＜
て
も

す
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

車
い
ヴ
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

使
え
ま
す
の
で
、
何
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
＜
の

職
員
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

確定申告が間違っていたときは

確定申告書を提出した後で、申告内

容 |こ間違しヽがあること|こ気付いたり、

うつかりして確定申告書の提出を忘れ

ている力はいませんか。もう一度確認

してくださしヽ。

申告内容が間違つて税額が少なくな

るときは 「更正の議求」を、逆|こ多く

なるときは 「修正の申告」を、確定申

告を忘れていたときは 「確定申告」を

直ちにして<だ さい。

詳しくは、最寄りの税務署 ・税務相

談奎へ。



４
用
は
平
成
３
年
度
か
の
国
民
年

金
保
険
栂
の
最
終
納
期
で
す
。

年
金
は
、
長
期
間
の
保
険
栂
納
付

に
よ
っ
て
身
を
結
ぶ
も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
も
保

険
糊
を
未
納
に
じ
て
い
た
た
め
に
、

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に

年
金

（障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
）
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

６５
歳
に
な
っ
て
も
老
齢
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
は
大

変
で
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
よ
う
。

今
年
４
月
■
日
よ
り
標
津
病
院
で

子
目
が
ん
校
診
が
受
診
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
婦

人
科
検
診
利
用
券
の
交
付
を
受
け
て

＜
だ
さ
い
。
こ
の
利
用
券
を
使
用
す

る
と
集
団
校
診
と
同
じ
金
額
で
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
場
所

役
場
保
健
住
民
課
保
健
予
防
係

▼
検
診
場
所

標
津
病
院
産
婦
人
科

▼
対
象
着

３０
牙
以
上
の
女
性
の
方

▼
検
診
料

３０
ィ
～
６９
を
ま
で

「
、９
０
σ
円

７０
ィ
以
上
　
　
　
　
　
６
０
０
円

生
活
保
護
者
　
　
　
　
無
　
　
料

申
請
の
際
、
印
館
及
び
健
康
保
険

証
が
肋
要
で
す
。

な
め
、
従
来
ど
お
り
集
団
校
診
も

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
年
午
□
は

肋
ぴ
子
宮
が
ん
校
診
を
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

畜
犬
及
び
野
犬
に
よ
り
、
人
ま
た

は
家
畜
へ
の
危
書
を
未
然
に
防
止
し

住
民
の
安
全
を
保
持
す
る
た
め
に
野

犬
掃
と
う
を
実
施
し
て
あ
り
ま
ヴ
。

野
犬
掃
と
う
期
間
中
は
飼
い
犬
で

も
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
と
野
犬
と

し
て
帰
と
う
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

）

く
だ
さ
い
。

▼
期
間
平
成
４
年
４
月
「
日
～
６
月
３０
日

▼
区
域
　
標
津
町
全
域

畜
犬
の
飼
育
者
の
義
務

●
畜
犬
が
人
ま
た
は
家
畜
へ
の
危
喜

を
加
え
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
育
す
る
。

●
畜
犬
に
１
日
「
□
以
上
の
運
動
を

さ
せ
る
こ
と
。

●
畜
犬
を
飼
育
す
る
場
所
は
常
に
溝

潔
に
し
て
お
く
こ
と
。

●
畜
犬
は
お
り
飼
い
、
ま
た
は
２
肪

以
内
の
鎖
で
け
い
留
す
る
こ
と
。

●
公
路
を
通
行
す
る
人
に
接
触
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

平
成
４
年
度
の
調
理
師
試
験
が
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
４
年
フ
円
郷
日

午
後
「
時
３０
の
～

試
験
地
　
釧
路
市

詳
細
は
中
標
津
保
健
所
ま
で
あ
間

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
○
「
５
３
フ
ー
２
１
２
１
６
３

予
防
課
普
及
係
ま
で

◆
林
野
文
奨
予
消
防
強
調
期
間
◆

●
実
施
期
間
４
月
４０
日
～
６
月
３０
日

●
無
煙
（強
調
）月
間

５
月
２０
日
～
５
月
３‐
日

こ
れ
か
ら
山
火
事
の
危
険
度
が
高

い
乾
燥
期
に
入
り
、
町
で
は
こ
の
時

期
を
無
煙
期
間
と
し
て
野
外
で
の
米

気
取
扱
い
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

な
め
、
無
煙
期
間
中
の
ゴ
ミ
焼
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
焼
却
炉
な
ど
の

コ
ミ
焼
施
設
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

大
喪
に
つ
な
が
る
ま
ざ
ら
わ
し
い
煙

な
ど
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

は
、
消
防
署
長
に
届
出
を
し
な
＜
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

人
気
取
扱
い
の
際
に
は
火
災
の
原

因
と
な
ら
な
い
よ
う
十
の
ご
注
憲
願

い
ま
す
。

詳
し
＜
は
、
役
場
震
林
課
林
政
係

（内
線
２
１
４
）ま
で
あ
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

山火事防止の
シンボルマーク

本
道
の
森
林
は
、
地
形

・
気
象
条

件
が
厳
し
い
た
め
、
自
然
喪
書
の
発

生
が
高
＜
、
過
去
に
は
道
東
地
方
を

中
心
に
原
害
に
よ
る
大
喪
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

森
林
国
営
保
険
は
、
国
が
保
険
者

（元
受
機
関
）と
な
っ
て
あ
な
た
の
大

切
な
森
林
に
被
書
が
あ
っ
た
時
、
わ

ヴ
か
な
掛
金
（保
険
料
）
で
て
ん
補
し

可
能
な
限
り
損
害
を
軽
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
再
造
林
の
確
保
、
林

業
経
営
の
安
定
な
ど
を
目
曲
と
し
て

）

い
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
あ
な
た
の
所
有
ヴ

る
森
林
が
人
工
林
で
あ
れ
ば
、
欄
種
、

林
齢
に
か
か
わ
り
な
＜
加
入
で
き
ま

す
。

▼
保
険
の
対
象
と
な
る
喪
書

火
喪

・
気
象
喪

（風
害

・
水
書

・

雪
害

・
干
害

・
凍
書

・
潮
害
）

・
噴

火
災
。

ま
だ
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
森

林
を
お
持
ち
の
方
は
、
積
極
的
に
加

入
さ
れ
る
こ
と
を
め
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
＜
は
、
役
場
震
林
課
林
政
係

（内
線
２
１
４
）ま
で
あ
間
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
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毎
日
が
、火
の
元
番
報
、発
令
中

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
風
が
強
＜
な
り
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
曽
さ
ん
の
ち

よ
っ
と
し
た
注
意
で
火
喪
の
な
い
明

る
い
街
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

幼
児
の
火
遊
び
防
止
の
出
得

●
乳
幼
児
の
み
を
残
し
て
外
出
し
な

い
こ
と
。

●

「
マ
ツ
チ

・
ラ
イ
タ
ー
」
の
保
管

管
理
を
厳
重
に
す
る
。

●
暖
房
機
器
を
使
用
し
た
ま
ま
外
出

し
な
い
こ
と
。

ヽ

）

●
暖
一属
機
器
に
幼
児
の
手
が
届
か
な

い
よ
う
ガ
ー
ド
を
設
け
る
。

●
家
庭
で
も
火
の
用
ｂ
の
大
切
さ
を

話
し
て
間
が
せ
る
。
―
標
津
消
防
署
―

新
入
学
（固
）児
の
交
通
事
故
防
止

雪
解
け
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
入

学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
子
供
達
も
外
で

遊
ぶ
機
会
も
多
＜
な
り
、
ま
た
車
も

今
ま
で
の
雪
道
と
違
い
、
つ
い
つ
い

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
が
ち
に
な
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
気
を

つ
け
て
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
よ

つヽ
。
●
新
入
学
（園
）児
な
ど
を
見
か
け
た

ら
、
運
転
者
は
常
に
注
意
を
払
い

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
撤
底
。

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
の
無

謀
運
転
の
防
止
。

な
お
、
４
月
８
日
～
循
国
ま
で
の

間
は
毎
朝
交
通
安
全
指
導
員
が
、
主

要
交
差
点
に
お
い
て
街
頭
指
導
を
行

い
ま
す
の
で
、
町
内
会
等
の
ご
協
力

に
つ
き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

「
昨
毎
９
月
以
来
、
特
攻
船
の
撲

減
に
向
け
官
民
上
体
と
な
り
取
締ｉ
ま

り
を
行
な
っ
た
結
果
、
大
き
な
成
果

を
組
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
旧
ソ
連
側
か
ら
多

数
の
国
本
漁
船
が
越
境
し
て
操
業
じ

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
密
漁
及
び
越
操
美
等
の
な

い
漁
業
秩
序
の
確
立
に
つ
い
て
、
漁

業
者
曽
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

||

このたび 「労働保険の保険対の徴ll■等|と関す

る法律」の規定に基づぎ、虐用保険率がヨ|き下

げられますのであ知らせしますま |  ｀

また、このヨき下げに伴いく
f■般保畷料額表

も新たに定められることとなりますが、十詳細に

ついてはハローワTワ ねむろ (電話01532-3二

2461)、またはハロTワ ーク中標津 (電話01537■

22544)ま であ尋ね<だ さい。|

●施 行 期 間 平 成4年 4用 1申 |から 1年 間

●対 象 事 業 全産業  ||■
‐
|! ■

●ヨき下げ幅 1,000分の2  ‐   '

●ヨき下げ後の率        ■ | |

イ.一 般 の 事 業 110∞のの-12151 1
□.特  掲  事  業 -1,099分の14!ol !
ハ,□ のうち建設事業 4;0∞分の1515

||,‖,‖,‖||1111,111Hll‖1‖,|,1!||!Ⅲll,1111,,ll:11:11,|

漁
業
秩
序
確
立
連
絡
会
議

一鞭華穀薪許却唯廟救華難華）

氏    名 住 所 年  齢

福岡 サ チさん 鳩ヶ丘町 71歳

大迫  安 治 さん 北古多様 79歳

馬渡 利 一さん 桜 木 町 37歳

大沼 武 雄さん 北古多様 78歳

プ

※

〈掲
載
も
れ
の
お
詫
び
）

２
川
け
に
組
織

（
口
月
い
Ｈ
か
ら
１
用
い
Ｈ

川
ｌｌｉ
分
）
す
る
川
――
さ
ん
の
超
■
が
拙
は
も
れ

で
し
た
。
お

ｒ
北
び
い
た
し
ま
す
。

ぽ
繁

●
中
村
憲
二
さ
ん
は
標
津
小

学
校
図
書
購
入
費
と
し
て

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資

金
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
ヘ

●
標
津
町
消
費
者
協
議
会
は

活
動
資
金
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
ヘ

●
大
迫
誠

一
さ
ん
は
香
典
返

し
を
や
め
て
社
会
福
祉
協

議
会
ヘ

●
戸
田
好
則
さ
ん
Ａ尾
岱
沼
）

は
香
典
返
し
を
や
め
て
社

一
会
福
祉
協
議
会
へ
　
！，

●
高
橋
哲
二
さ
ん
は
公
民

館
図
書
室
へ
図
書
を
寄

！
贈
さ
れ
ま
し
た
。

●
佐
藤
章
さ
ん
は
公
民
館

図
書
室
へ
図
書
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

●
斉
藤
ひ
ろ
子
さ
ん
は
公

民
館
図
書
室
へ
図
書
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

1 1

お誕生おめでとう

お な ま え 住 所 保 護 者

池Bl  竜 くん
りoう

曙   町 池田 政 美

ゆうウ

前B!  悠ユちゃん 判,ナ
|にL担丁 前田  孝

黒川 優 香ちゃん 北 標 津 黒川 新 悟

めぐみ
収本  萌 ちゃん な講    口丁 坂本  音

かすき
11111 和樹 くん 川北寿町 田 日 浩彰



固
里
剛
嵩
回
の
た
め
の

⑥
Ｏ
①
Ｏ
①

食
生
活
を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
よ
う
′

食
欲
の
低
下
し
が
ち
な
高
齢
者
は

食
事
を
抜
い
て
し
ま
う
こ
と
が
た
び

た
び
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
事
の

量
を
減
ら
し
、
結
果
的
に
栄
養
不
足

の
状
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
間
の
か
ら
だ
の
働
き
は
、

一
定
の
リ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
た
食
事
の
と
り

方
を
し
な
い
と
、
食
事
の
時
に
食
欲

が
な
か
っ
た
り
、
せ
っ
か
く
と
っ
た

栄
養
が
か
ら
だ
の
中
で
役
に
立
た
ず

病
気
の
元
を
作
っ
た
り
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
逆
に
、
規
則
正
し
い
食
事

は
か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
を
整
え
て
く
れ

ま
す
”
高
齢
者
は
食
事
の
誤
飲
に
よ
る
肺

炎
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
毎
回
の
食

事
は
、
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん

で
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

～
食
事
は
毎
日
決
っ
た
時
間
に

ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
よ
う
～

）

静
も
響誓

しめじは石づきを取り、酒大さ
じ1をお、りかけて少しおき、①
のゆで汁でサッとゆでる。

①

キャベッはざく切 りにして、熟
湯でしんなりする程度にゆでる。

③

塩蔵ワカメは水で戻し、熱湯を
かけて、一口大に切る。

梅干しは種を除いて細かくちぎ
る。

拳
争

きゅうりは一‐日大に切り、塩少
々でもむ。

ム

と
沖毛争い

9『
睦
材料を全部合わせ、合わせ酢で
あえる。

⑤

0 0
Ｄ
心
っが

4人 分)
●キャベツ・i…………・・・………・・……・3009

●きゅうリギ……………………・1本

●しめ じ・H… …………………… |パック

●塩蔵わかめ…………・…………209

●梅干 し
イ:・ヽ・・・…………………・・…・・・・…3コ

・合わせい…… …催騨 |
0 0 0 0

料理教室を行つていま軌
保健す旨導班では、各地区で婦人や高

齢者、こどもを対象に、料理教室 ・栄

養教室 (成人病予防の食生活等)を 行

っています。料金は無料です。

ご希望の方はお電話でお問い合わせ

下 さい。

な2-2131(内 線121)

保促指導班栄養士

昨年のクリスマスケーキ作り教室より



藤山佑重〕さんちの雅ちゃん御3.4.カ
双葉町 0

●生まれた時の身長 ・体重は一一。

身長/47 8cm  体 重/2,8208

●最近の身長 ・体重|よ―一。

身長/74 7cm  体 重/424K8

●どんな子に育つてほしいですか。
「元気なやさしい子に育つてほしい」とお8さ ん。

ポ リュウムたつ′3やりのみやびちゃん。

できる限りのワチャワチャのいい顔を見せて愛

想をして<れ ました。みやびちゃんは指人形が得

憲です。めばあちゃんが
｀
ハイ、と渡すとすぐ|こ

指を動かします。テレビも大好き。

みやびちゃん|よ藤山家の
｀
宝もの、のようでした。

平
成
四
年
度
は

『高
脂
血
症
』
を

シ
リ
ー
ズ
に
し
て
毎
月
お
お
く
り
し

ま
す
。
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
病
名

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
三
年
度

の
総
合
校
診
で
４
人
に
１
人
が
、
高

脂
血
症
の
疑
い
が
あ
り
、
指
導
が
必

要
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
標
津
町
で

最
も
多
い
成
人
病
で
す
。

１
、
高
脂
血
症
っ
て
何
だ
ろ
う
か
。

ず
ば
り
、
夕血
液
中
の

「
脂
」
が
多

す
ぎ
る
状
態
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
が
多
い
こ
と
が
問
題

と
な
り
ま
す
。

″

）

２
、
こ
ん
な
人
が
高
脂
血
症
に
な
り

や
す
い
／

①
親

・
兄
弟
に
高
脂
血
症
や
心
筋

榎
塞

・
狭
心
症

・
糖
尿
病

・
痛

風
の
病
歴
を
も
つ
人
が
い
る
。

②
高
血
圧
体
質
で
あ
る
。

③
偏
食
（特
に
肉
を
多
食
す
る
）
の

人
。

④
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
人
。

⑤
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
送
る

人
。

⑥
ア
ル
コ
ー
ル
を
の
み
す
ぎ
る
人
。

②
太
っ
て
い
る
人
。

３
、
高
脂
血
症
の
症
状

①
黄
色
腫
～
ま
ぶ
た

。
ひ
じ
・
ひ

ざ
・
か
か
と
・
ア
キ
レ
ス
腱
・

手
の
甲
の
す
じ
に
黄
色
が
か
っ

た
表
面
が
硬
く
す
べ
す
べ
し
た

コ
ブ
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
が

で
き
る
。

②
手
の
ひ
ら
の
黄
色
い
線

③
角
膜
～
黒
目
の
ま
わ
り
に
白
い

ふ
ち
ど
り
が
で
き
る
。

④
ア
キ
レ
ス
腱
が
太
く
な
る
。

⑤
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
む
。
あ
る
い

は
力
が
抜
け
た
よ
う
で
歩
き
に

ど
ヽ
い
。

こ
の
よ
う
に
自
己
診
断
を
下
せ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
無
症
状
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
と
覚
え
て
下
さ
い
。

高
脂
血
症
そ
の
も
の
は
、
痛
く
も

か
ゆ
く
も
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
を

起
こ
し
、
虚
血
性
心
疾
患

・
脳
血
栓

な
ど
の
引
き
金
に
な
る
の
が
、
お
そ

ろ
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

す
で
に
症
状
の
あ
る
方
は
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

畠澤保健婦
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『ね
す
み
の
恩
が
え
し
』

む
か
し
十
む
か
し
、
「
二
十
年
ほ
ど

前
の
話
」

今
の
別
海
町
に
、
か
わ
り
者
の
男

が
い
た
そ
う
ナ
。
こ
の
青
年
、
何
を

考
え
た
の
か
、
あ
る
日
の
こ
と
ボ
ス

ト
ン
バ
ッ
ク
を

一
つ
持
っ
て
北
海
道

は
南
の
方
の
牧
場
に
実
習
に
行
っ
た

そ
う
ナ
。

そ
の
た
め
彼
女
は
、
な
く
な
く
お

嫁
に
行
っ
た
と
の
こ
と
？

そ
れ
か
ら
数
年
た
っ
た
こ
ろ
バ
ッ

ク
を
二
つ
持
っ
て
標
津
町
は
茶
志
骨

原
野
に
入
植
を
し
た
。

ト
タ
ン
数
枚
と
細
い
丸
大
を
切
っ

て
小
さ
な
小
屋
を
作
り
、
そ
の
日
か

ら
く
る
日
も
く
る
日
も
住
宅
と
牛
合

を

一
人
で
造
り
始
め
た
そ
う
ナ
。

そ
の
年
は
雪
の
多
い
年
で
春
と
い

う
の
に
寒
い
毎
日
が
続
い
た
あ
る
日

の
こ
と
で
し
た
。

キ
ツ
ネ
が
泣
く

（本
当
は
コ
ン
コ

ン
で
な
く
ギ
ャ
ト
ギ
ャ
ー
と
変
な
声

で
泣
く
）
そ
ん
な
あ
る
夜
の
こ
と
、

髪
を
引
っ
ぱ
る
の
で
目
を
覚
ま
し
た
。

何
か
小
さ
な
影
が
見
え
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
そ
の
不
思
議
な
出
来
事

は
次
の
夜
も
ま
た
次
の
夜
も
続
い
た

の
で
す
。

〕

仕
事
に
疲
れ
た
若
者
は
そ
の
正
体

を
見
つ
け
る
の
に
し
ば
ら
く
か
か
っ

た
そ
う
ナ
。

そ
れ
は
ね
ず
み
で
し
た
が
大
き
く

ヨ
ロ
コ
ロ
に
太

っ
た
、
通
称
ド
ブ
ね

ず
み
だ
っ
た
の
だ
。

心
の
や
さ
し
い
彼
は
？
そ
の
ま
ま

知
ら
ん
ふ
り
を
し
て
い
た
り
、
お
菓

子
を
置
い
て
や
っ
た
り
し
た
の
で
か

み
つ
く
こ
と
も
な
く
忘
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
キ
ツ
ネ
は
釜

ご
と
ご
飯
は
持
っ
て
い
く
し
、
朝
早

く
カ
ラ
ス
は
屋
根
す
べ
り
を
し
て
遊

ん
だ
り
で
淋
し
さ
を
感
じ
る
ひ
ま
な

ど
無
か
っ
た
の
で
す
。

数

年

後

、

彼

の
と

こ
ろ

に

ヨ

ロ

コ

ロ
太

っ
た

可

愛

い

い
お
娠

さ

ん

が
来

た

。

彼

は

ね

ず

み

の
話

を

す

る

と

タ

鶴

の
物

語

り

の
よ

う

に

い
な

く

な

っ

て

し

ま

う

と

思

い
、

十

年

も

そ

の

こ

と

を

日

に

し

な

か

っ
た

が

、

四
人

も

子

供

が

で
き

た

あ

る

日
、

こ
ん

な

こ

と

が
あ

っ
た

と

話

を

し

た

そ

う

ナ

。

ど

ぶ

ね

ず

み

の
恩

返

し

の
話

し

に

は

少

し

ガ

ッ
カ

リ

し

た

よ

う

で

し

た

が

サ

ヨ
ナ

ラ
も

せ

ず

、

今

も

元
気

に

一
諸

に
暮

ら

し

て

い
る

そ

う

ナ

。

め

で
た

し

、

め

で
た

し

。

佐
藤
勝
彦
さ
ん

ツい中）

夕ヾフま
イ
口志

｛中〕中”離離ゲ雌嚇禁醜訪
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人口のうごき

平成4年 3局 4日現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,223世帯(-1)

人  □ 6 , 9 5 1 人( - 1 3 )

男  3 , 3 8 3 人 ( - 1 0 )

女   3 , 5 6 8 人 ( - 3 )

人
員
死
物

町内の交通事故
3月
( )内は累計

身 事  故  0件 (2件 )
傷  者  0人 (3人 )
亡  者  1件 (1件 )
損 事  故  8件 (50件)

死亡交通事故ゼ回の日

2日 (3月15日現在)

ｍ
母
０
節

▼
こ
の
四
月
か
ら
ペ
ー
ジ
の
ひ
と
す

み
を
い
た
だ
い
て
編
集
側
の
勝
手
な

声
を
届
け
ま
ヴ
。
▼
テ
レ
ビ
放
映
の

取
材
が
あ
っ
て
木
タ
テ
漁
に
乗
船
し

ま
し
た
。
昨
年
二
月
の
低
気
圧
の
影

響
で
水
揚
げ
の
方
も
大
変
の
よ
う
で

す
が
標
津
の
漁
業
を
さ
さ
え
て
い
る

男
の
姿
を
見
ま
し
た
。
莞
三
十
三
幸

栄
丸
の
皆
さ
ん
取
材
に
廊
じ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
広
報
じ
べ
つ
に
対
す
る
ご
要
望
や

ご
憲
兒
跡
ヴ
や
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
お
も
し
ろ
＜
な
い
」だ
け
で
な
く
何

ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
お
話
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
▼
三
周

・
四
月

お
金
の
と
ん
で
い
く
″周
〃
で
も
あ
り

ま
す
ね
―
―
。
　

　

（よ
じ
ゆ
さ
）

ネ

▼
根
窒
海
峡
に
も
四
年
ぶ
り
に
流
氷

が
来
て
、
ホ
ッ
と
安
心
し
て
い
る
今

回
こ
の
ご
ろ
。

流
氷
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
た
が

う
ま
＜
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
っ
と
写
真
の
う
で
を
あ
げ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。
　

（ひ
で
と
）
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